
を
は
っ
た
返
信
用
封
筒
を
同
封

し
同
館
へ
。

●
教
室
名
／
と
き
／
対
象
／
定

員
／
参
加
費

左
表
の
と
お
り

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
せ
ん
。

●
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人

●
申
し
込
み

７
月
１
日
昭
～
１４

日
昌
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
捷

を
除
く
）に
来
館
す
る
か
郵
送
で

市
体
育
館（
〒

－

０
０
６
１
新

４４６

田
町
新
定
山

－

８
）へ

４１

※
郵
送
の
場
合
は
７
月

日
昌

１４

（
当
日
消
印
有
効
）ま
で
に
、
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
教
室

名
を
記
入
し
た
も
の
と
、
切
手

■問
▼
市
体
育
館

（
緯〈

〉５
１
８
２
）

７５

体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
ス
ク
ー
ル
・

体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
教
室（
２
期
）

参加費定員対象開始時間期間曜日教室名
各

３０００円

各
３０人

小学生（初心者）午後６時Ａ金卓球

体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
ス
ク
ー
ル

女性（初心者）午前１０時Ｂ
木

ソフトテニス
１８００円女性午後１時３０分Ａシェイプアップ
３４００円

一般

午後３時Ｂ火太極拳

各
２０００円

午前１０時

Ａ

金

健康体操
エンジョイ

エクササイズ

３９００円４０組１歳６か月～未
就園児とその親

親子からだあそび
とママエアロ

３２００円２５人
一般（初心者）

午後７時土ラージボール卓球
２５００円３０人午前１０時３０分火エアロビクス

２７００円４５人６０歳以上午後１時３０分
木

シルバー
エクササイズ

各
３５００円

各
２５組

２歳～未就園児
とその親

①午前１０時
②午前１１時３０分Ｂふれあい

親子スクール
２８００円１００人小学４～６年生午前９時３０分

Ａ

土
陸上

体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
教
室

４０００円５０人小学３～６年生午前１０時ジュニア
ソフトテニス

各
４０００円

７５人小学４～６年生
午後６時

水バスケットボール
３０人小学４～

中学３年生
木バレーボール

３９００円３５人午後５時土
バドミントン 各

４４００円各
４０人

高校生以上午後７時火

女性
午前１０時

水
４２００円金卓球
３１００円２０人女性（初心者）木インディアカ
５０００円１０人中学生以上午後７時火アーチェリー

各
４２００円

各
２０人１８歳以上午後７時３０分Ｂ土

硬式テニス（初級）
硬式テニス（中級）

※いずれも、１人６００円のスポーツ保険代が別途必要。
※期間のＡは９～１２月、Ｂは９～１１月。
※定員に達しない教室は、７月２２日昭午前９時から再受け付け。

野
菜
づ
く
り
の
基
礎
を
学
ぶ
初

心
者
向
け
の
研
修
で
す
。
一
人
当

た
り
約

釈
の
実
習
園
で
、
キ
ャ

３０

ベ
ツ
、
ハ
ク
サ
イ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ

ー
な
ど

品
目
余
り
を
栽
培
。
研

１０

修
に
必
要
な
道
具
な
ど
は
貸
し
出

し
し
ま
す
。
ま
た
、
料
理
講
座
や

視
察
研
修
会
も
あ
り
ま
す
。
研
修

修
了
後
、
希
望
者
へ
は
、
市
民
農

園
の
あ
っ
旋
も
し
ま
す
。

興
味
が
あ
る
人
は
、
見
学
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
市
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
、
こ
れ
ま
で

の
研
修
の
様
子
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。

●
と
き

開
講
式
糸
８
月

日
昌

２５

研
修
糸
８
月

日
昭
～
来
年
１
月

２６

日
晶
の
毎
週
昇
・
昭
ま
た
は
昌
・

２８晶
午
前
９
時
～

時

分

１１

３０

※
生
育
状
況
な
ど
に
よ
り
変
更
に

な
る
場
合
あ
り
。

※
研
修
日
の
ほ
か
に
、
水
ま
き
な

ど
の
管
理
作
業
日
あ
り
。

●
と
こ
ろ

ア
グ
リ
ラ
イ
フ
支
援

セ
ン
タ
ー

●
内
容

座
学
糸
野
菜
栽
培
の
基

礎
知
識
、
作
付
計
画
、
施
肥
設
計
、

病
害
虫
防
除
な
ど

実
習
糸
秋
冬

野
菜
栽
培
、
農
具
の
扱
い
方
な
ど

●
対
象

市
内
在
住
で
畑
の
管
理

作
業
が
で
き
る
健
康
な
人

●
定
員

人
程
度（
定
員
を
超

３０

え
た
場
合
は
抽
せ
ん
）

●
費
用

１
万
５
０
０
０
円

●
申
し
込
み

７
月

日
昌
ま
で

２１

に
、
受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
持
参（
午
前
８
時

分
３０

～
午
後
５
時

分
）か
郵
送
で
同

１５

セ
ン
タ
ー（
捷
を
除
く
、
〒

－４４４

１
２
０
１
石
井
町
辻
原

－

２
）

１３１

か
農
務
課（
松
掌
抄
を
除
く
、
〒

－

８
５
０
１
住
所
記
載
不
要
）

４４６へ※
受
講
申
込
書
は
、
同
セ
ン
タ
ー
、

同
課
、
南
部
・
桜
井
・
北
部
公

民
館
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

な
ど
で
配
布
。

■問
▼
ア
グ
リ
ラ
イ
フ
支
援

セ
ン
タ
ー

（
緯〈

〉６
２
０
０
）

９２
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野
菜
づ
く
り「
入
門
コ
ー
ス
～
秋
冬

野
菜
栽
培
～
」第
３
期
生
を
募
集

　
認
定
を
受
け
る
と
、
医
療
機
関

に
入
院
し
た
際
に
支
払
う
一
部
負

担
金
の
限
度
額
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
食
事
代
に
つ
い
て
も
減
額

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
　
更
新
す
る
人
は
８

月
　
日
昇
ま
で
に
、
新
規
の
人
は

３１
入
院
す
る
予
定
月
の
末
日
ま
で
に
、

国
民
健
康
保
険
止
国
保
年
金
課
国

保
係
、
後
期
高
齢
者
医
療
止
同
課

医
療
係
へ

■
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用

●
対
象
　
安
城
市
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
、
入
院
中
ま
た
は
入
院

す
る
予
定
が
あ
る
、
次
の
①
②
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
　
歳
未
満
で
国
民
健
康
保
険
税

７０の
滞
納
が
な
い

②
　
歳
以
上
で
、
同
じ
世
帯
の
国

７０民
健
康
保
険
加
入
者
と
世
帯
主

が
市
民
税
非
課
税

●
持
ち
物
　
印
鑑
、
保
険
証

■
国
民
健
康
保
険
標
準
負
担
額
減

額
認
定

●
対
象
　
安
城
市
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
、
入
院
中
ま
た
は
入
院

す
る
予
定
が
あ
る
人
で
、
同
じ
世

帯
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
と
世

帯
主
が
市
民
税
非
課
税
の
人

●
持
ち
物
　
印
鑑
、
保
険
証

■
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定

●
対
象
　
後
期
高
齢
者
医
療
に
加

入
す
る
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

で
、
入
院
中
ま
た
は
入
院
す
る
予

定
が
あ
る
人

※
現
在
、
減
額
認
定
証
を
持
っ
て

い
て
、
８
月
１
日
以
降
も
対
象

と
な
る
人
は
、
手
続
き
不
要
。

●
持
ち
物
　
印
鑑
、
保
険
証

■
入
院
日
数
が
　
日
以
上
の
人
は

９１

　
入
院
日
数
が
申
請
月
を
含
む
過

去
　

か
月
間
で
　

日
以
上
に
な
る

１２

９１

場
合
は
、
食
事
代
が
減
額
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
昨
年
８
月
～
今
年
７
月
に
入
院

日
数
が
　

日
以
上
あ
っ
た
人
は
、

９１

７
月
　

日
晶
ま
で
に
申
請
。

３０

●
持
ち
物
　
印
鑑
、
保
険
証
、
入

院
日
数
の
わ
か
る
書
類（
領
収
書

な
ど
）、標
準
負
担
額
限
度
額
認
定

証（
現
在
持
っ
て
い
る
人
）

■問
▼
国
保
年
金
課

国
保
係（
緯〈
　
〉２
２
３
０
）

７１

医
療
係（
緯〈
　
〉２
２
３
２
）

７１

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
の
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
の
申
請

広報あんじょう　2010.7.1蚊

入
場
券

※
入
場
券
が
届
か
な
い
・
紛
失
し

た
場
合
で
も
、
投
票
所
の
受
付

で
、
選
挙
人
名
簿
と
照
合
し
、

確
認
で
き
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。

■
開
票

　
即
日
開
票
を
し
ま
す
。
参
観
を

希
望
す
る
人
は
、
直
接
お
越
し
く

だ
さ
い
。

●
と
き
　
午
後
９
時
　
分
か
ら

１５

●
と
こ
ろ
　
市
体
育
館

　
当
日
の
投
・
開
票
の
速
報
を
、

市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
随
時
公

開
し
ま
す
。

　
７
月
　

日
掌
は
参
議
院
議
員
通

１１

常
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
わ
た
し

た
ち
の
代
表
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙
。

候
補
者
や
政
党
な
ど
、
自
分
の
意

思
で
悔
い
の
な
い
一
票
を
投
じ
ま

し
ょ
う
。

■
投
票

　
投
票
所
は
、
入
場
券
に
記
載
し

て
い
ま
す
。

●
と
き
　
午
前
７
時
～
午
後
８
時

●
持
ち
物
　
市
が
送
付
す
る
入
場

券※
入
場
券
が
届
か
な
い
・
紛
失
し

た
場
合
で
も
、
投
票
所
の
受
付

で
、
選
挙
人
名
簿
と
照
合
し
、

確
認
で
き
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。

■
期
日
前
投
票

　
投
票
日
に
投
票
所
へ
出
か
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、
期

日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

●
と
き
／
と
こ
ろ
　

６
月
　２５

日
晶
～
７
月
　

日
松
糸
市
役

１０

所
北
庁
舎
７
階
　
７
月
３
日

松
～
　
日
松
糸
南
部
・
桜
井

１０

支
所
、
北
部
出
張
所
い
ず
れ

も
午
前
８
時
　
分
～
午
後
８

３０

時●
持
ち
物
　
市
が
送
付
す
る

ࢀ
ٞ
Ӄ
ٞ
һ
通
ৗ
બ
ڍ

７
月
　

日
掌
は
投
票
所
へ

１１

■問 
▼
行
政
課（
市
選
挙
管

理
委
員
会
）

（
緯〈
　
〉２
２
０
８
）

７１

　
夏
本
番
を
迎
え
、
海
や
山

の
レ
ジ
ャ
ー
の
本
格
的
な
シ

ー
ズ
ン
到
来
と
な
り
ま
す
。

　
飲
酒
運
転
や
ス
ピ
ー
ド
の

出
し
す
ぎ
に
よ
る
重
大
事
故

の
多
発
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、

左
記
の
重
点
実
施
項
目
に
沿

っ
た
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

■
重
点
実
施
項
目

煙
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う

煙
子
ど
も
や
高
齢
者
を
交
通

事
故
か
ら
守
ろ
う

煙
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
を
正
し
く
着
用
し
よ
う

■
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
タ
レ
ン
ト
の
大
東
め
ぐ
み

さ
ん
が
、
１
日
警
察
署
長
と

し
て
来
場
し
ま
す
。

●
と
き
　
７
月
　
日
捷
午
後

１２

３
時
　
分
３０

●
と
こ
ろ
　
ザ
・
モ
ー
ル
安

城
店（
大
東
町
）

●
問
い
合
わ
せ
　
市
民
安
全

課（
緯〈
　
〉２
２
１
９
）

７１



　
ご
み
減
量
の
推
進
を

取
り
入
れ
た
行
事
や
勉

強
会
な
ど
の
活
動
に
対

し
、
職
員
の
講
師
派
遣
・

運
営
方
法
・
啓
発
品
の

提
供
（
※
）な
ど
で
支
援

し
ま
す
。

※
マ
グ
ネ
ッ
ト
ク
リ
ッ

プ
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ

ー
パ
ー
、
雑
が
み
回

収
袋
、
ポ
ケ
ッ
ト
テ

ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
。

●
対
象
活
動
　
市
民
、

町
内
会
、
市
民
団
体
、

市
内
の
学
校
・
事
業
所

の
主
催
で
、
ご
み
減
量

　
％
推
進
に
つ
な
が
る

２０内
容
を
取
り
入
れ
た
行

事
・
会
合
・
研
修
会

※
多
く
の
市
民（
市
内
在
勤
・
在

学
者
を
含
む
）が
参
加
す
る
こ

と
。
営
利
・
政
治
・
宗
教
活
動

を
除
く
。

活
動
の
例
糸
事
業
所
の
運
動
会
で

ご
み
分
別
リ
レ
ー
競
技
を
す
る
、

近
所
の
集
ま
り
で
生
ご
み
処
理
機

器
の
講
習
会
を
開
く
な
ど

●
対
象
　
７
月
１
日
昭
～
来
年
３

月
　
日
昭
に
実
施
す
る
活
動

３１
●
申
し
込
み
　
所
定
の
申
込
書
に

活
動
内
容
な
ど
を
記
入
し
、
持
参

か
郵
送
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
清
掃
事
業

所（
〒
　－

１
１
５
５
堀
内
町
西

４４４

新
田
２
／kankyo-hozen@

ci
ty.anjo.aichi.jp

）へ

※
申
込
書
は
、
同
所
、
市
公
式
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。

΍
Ε
͹
Ͱ
͖
る
ʂ
͝
Έ
減
ྔ

ˋ
ਪ
ਐ

⚒⚐

市
民
活
動
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

■問 
▼
清
掃
事
業
所

（
緯〈
　
〉３
０
５
３
）

７６

広報あんじょう　2010.7.1 俄

　
市
内
製
造
販
売
業
者
が
製
造
す

る
土
産
品
か
ら
、
安
城
に
ふ
さ
わ

し
い
土
産
品
と
し
て
、
　
業
者
　

１９

４７

品
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
認
定
土
産
品
に
は
、
認
定
シ
ー

ル
が
貼
っ
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

観
光
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
で
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

●
認
定
期
間
　
平
成
　
年
３
月
　

２４

３１

日
松
ま
で

認定土産品（おすすめの１品）屋号
アカシヤ蜜深津養蜂園（小堤町）
守口漬女神谷食品（城ヶ入町）
抹茶と玉露の詰め合わせ叙南山園（藤井町）
一丈そうめん叙和泉そうめん丈山の里（和泉町）
手延べ半生長そうめん女たつみ麺店（和泉町）
和泉手延長そうめん和泉手延麺業組合（和泉町）
安城のいなかもん（菓子）桝見屋（花ノ木町）
安城銘菓　丈山翁お菓子所安城とらや（古井町）
デンパークオリジナルカットケーキ除安城都市農業振興協会（赤松町）
市の木　くろ松（菓子）旭軒（御幸本町）
あんじょはんじょ（菓子）櫻屋（日の出町）
安城梨羊かん穂積堂（末広町）
ムカカショコラ・ミルク（菓子）セントカトリーヌ（法連町）
安城一番福たこ（菓子）叙北城屋（御幸本町）
郷土銘菓　安城が原女両口屋菓匠（御幸本町）
人魚姫の恋・裸の王様・黒鍬麦酒

（ビール）安城デンビール叙（赤松町）

清酒　三河安城　純米酒女マルコウ酒店（美園町）
杉の舞（日本酒）神杉酒造叙（明治本町）
三河万歳（人形）叙金魚屋（朝日町）

市
観
光
協
会
認
定
土
産
品
を
決
定

■問 
▼
商
工
課

（
緯〈
　
〉２
２
３
５
）

７１

認定シール

　
所
得
の
減
少
や
失
業
な
ど
、

経
済
的
な
理
由
で
国
民
年
金

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
、
一
定
の
要
件
に

該
当
す
れ
ば
、
申
請
に
よ
り

保
険
料
の
全
額
ま
た
は
一
部

の
納
付
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
所
得
の
低
い
　

歳
未

３０

満
の
人
で
、
一
定
の
要
件
に

該
当
し
た
場
合
、
保
険
料
の

後
払
い
が
で
き
る
若
年
者
納

付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
免
除
期
間
は
７
月
か
ら
来

年
６
月
ま
で
で
、
免
除
を
受

け
た
期
間
は
年
金
受
給
資
格

期
間
に
は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、

老
齢
基
礎
年
金
は
減
額
さ
れ

ま
す
。

　
な
お
、
現
在
全
額
免
除
ま

た
は
若
年
者
納
付
猶
予
に
該

当
し
、
継
続
申
請
を
希
望
し

た
人
は
、
申
請
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

●
申
し
込
み
　
年
金
手
帳
と

印
鑑
を
持
っ
て
、
国
保
年
金

課（
緯〈
　
〉２
２
３
１
）へ

７１

高棚町内会運動会で開催された「ごみ分別リレー高棚町内会運動会で開催された「ごみ分別リレー」」

●
と
こ
ろ
　
新
田
川
城
藤
橋
合
流

広
場（
和
泉
町
）

●
持
ち
物
　
水
筒
、
帽
子
、
魚
取

り
網
、
バ
ケ
ツ（
魚
水
槽
）、長
靴

ま
た
は
汚
れ
て
も
よ
い
靴

秘
密
を
調
べ
ま
す
。

●
と
き
　
８
月
１
日
掌
午
前
　
時
１０

～
正
午

●
と
こ
ろ
　
デ
ン
パ
ー
ク

●
持
ち
物
　
水
筒
、
帽
子
、
虫
か

ご
、
虫
取
り
網

●
そ
の
他
　
別
途
入
園
料
が
必
要

■
新
田
川
で
水
と
友
だ
ち
に
な
ろ

う
～
川
に
潜
む
生
き
物
た
ち
に
迫

る　
川
に
入
っ
て
、
水
辺
の
生
き
物

た
ち
を
探
し
ま
す
。

●
と
き
　
８
月
９
日
捷
午
後
１
時

　
分
～
４
時

３０

●
対
象
　
小
学
生（
１
・
２
年
生

は
保
護
者
同
伴
）

●
定
員
　
各
　
人（
定
員
を
超
え

３０

た
場
合
は
抽
せ
ん
）

●
申
し
込
み
　
７
月
７
日
昌
～
　１７

日
松
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
掌

捷
を
除
く
）に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
エ
コ
ネ
ッ
ト
あ
ん
じ

ょ
う
事
務
局（
緯
・
胃〈
　
〉０
７

７７

０
１
／info@
econetanjo.or

g

）へ
■
デ
ン
パ
ー
ク
で
木
と
友
だ
ち
に

な
ろ
う
～
セ
ミ
の
秘
密
を
探
る

　
セ
ミ
を
捕
り
、
体
を
観
察
し
て
、
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子
ど
も
環
境
学
習
講
座

■問 
▼
環
境
首
都
推
進
課

（
緯〈
　
〉２
２
０
６
）

７１

　
７
月
中
旬
に
、
今
年
度
分
の
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決
定
通

知
書
を
送
付
し
ま
す
。

　
保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
年
金

額
な
ど
の
所
得
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。

■
特
別
徴
収
の
場
合

　
年
金
か
ら
、
保
険
料
が
天
引
き

さ
れ
ま
す
。（
老
齢
福
祉
年
金
か
ら

は
天
引
き
さ
れ
ま
せ
ん
）

　
４
・
６
・
８
月
分
は
、
仮
徴
収

通
知
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

７
月
中
旬
に
、
１
年
間
分
（
４
月

～
来
年
３
月
分
）の
確
定
し
た
保

険
料
と
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る

額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
　

月
か
ら
特
別
徴

１０

収
に
な
る
人
は
、
４
～
９
月
分
の

保
険
料
を
納
付
書
ま
た
は
口
座
振

替
で
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
普
通
徴
収
の
場
合

　
年
金
か
ら
の
天
引
き
と
な
ら
な

い
人
は
、
７
月
中
旬
に
、
今
年
度

分
の
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
通

知
書
を
送
付
し
ま
す
。

●
納
期
　
７
月
～
来
年
２
月
の
毎

月※
７
・
８
・
９
月
は
普
通
徴
収
、

　
・
　
・
来
年
２
月
は
特
別
徴

１０

１２

収
に
な
る
人
も
い
ま
す
。

〈
納
付
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す
〉

　
申
し
込
み
は
、
市
内
金
融
機
関
、

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
郵
便
局
ま
た
は

国
保
年
金
課
へ

※
振
替
希
望
口
座
の
通
帳
と
そ
の

届
け
出
印
が
必
要
で
す
。

■
保
険
料
の
軽
減

　
該
当
す
る
人
は
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
額
決
定
通
知
書
に
軽

減
額
な
ど
を
記
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険

証
の
更
新

　
現
在
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は

７
月
　

日
松
で
す
。
新
し
い
保
険

３１

証
は
７
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　
な
お
、
保
険
証
の
色
が
若
草
色

か
ら
青
色
へ
変
わ
り
ま
す
。

■問 
▼
国
保
年
金
課

（
緯〈
　
〉２
２
３
２
）

７１

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決
定

通
知
書
を
送
付



書
き
で
正
確
に
大
き
く
記
入
し
、

７
月
　
日
松（
当
日
消
印
有
効
）ま

３１

で
に
市
民
会
館（
〒
　－

０
０
４

４４６

１
桜
町
　－

　
）へ

１８

２８

■
第
　
回
市
民
芸
能
ま
つ
り

４３

●
と
き
　
　
月
　
日
掌
・
　
日
掌

１０

１７

２４

●
と
こ
ろ
　
文
化
セ
ン
タ
ー

●
部
門
　
民
謡
・
舞
踊
・
詩
吟
・

箏
曲
・
民
踊
・
バ
レ
エ
な
ど

●
申
し
込
み
　
７
月
　
日
昭
ま
で

１５

に
市
民
会
館
へ

松
～
　
日
掌（
　
月
　
日
捷
は
休

２１

１１

１５

館
）

●
と
こ
ろ
　
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
部
門
　
日
本
画
、
洋
画
、
書
、

写
真
、
工
芸
･
 彫
 
ち
ょ
う

 塑
 の
５
部
門

そ

■
第
　
回
市
民
文
芸
ま
つ
り

２２

　
俳
句
・
短
歌
と
も
雑
詠
と
し
、

自
作
未
発
表
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　
月
　

日
掌
に
発
表
大
会
を
開
催

１１

２８

し
ま
す
。

●
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人
ま
た
は
安
城
文
化
協
会
会

員●
募
集
部
門
と
上
限
出
品
数
　

一

般（
高
校
生
を
含
む
）▼
俳
句
の
部

獅

３
句
以
内
、
短
歌
の
部獅

２
首

以
内
　

小
・
中
学
生
▼
俳
句
の
部

獅

２
句
以
内
、
短
歌
の
部獅

１
首

●
そ
の
他
　
応
募
規
定
に
違
反
し

た
人
は
失
格
無
効
と
し
ま
す

●
申
し
込
み
　
１
部
門
に
つ
き
１

人
１
枚
、
は
が
き
に
、
か
い
書
で
、

表
面
に
部
門
・
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
・
筆
名（
フ
リ
ガ
ナ
）・
電
話

番
号
・
年
齢
を
縦
書
き
で
記
入
し

（
市
外
応
募
資
格
者
は
、
学
校
名
・

勤
務
先
ま
た
は
文
化
協
会
所
属
団

体
名
も
記
入
）、裏
面
は
上
段
２
㎝

の
余
白
を
設
け
て
作
品
の
み
を
縦

■
文
芸
・
技
芸
・
趣
味
の
集
い

●
と
き
　
　
月
８
日
晶
～
　
日
掌
、

１０

１０

　
月
上
旬

１１●
と
こ
ろ
　
市
民
会
館
・
文
化
セ

ン
タ
ー
ほ
か

●
部
門
　
美
術
・
芸
能
を
除
く
部

門●
申
し
込
み
　
７
月
　
日
昭
ま
で

１５

に
市
民
会
館
へ

■
第
　
回
安
美
展

６７

　
出
品
申
し
込
み
は
９
月
　

日
昌

２９

～
　

月
９
日
松
で
す
。
詳
細
は
本

１０
紙
６
月
　

日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１５

●
と
き
　

前
期（
一
般
）獅
　
月
　

１０

３０

日
松
～
　
月
７
日
掌（
　
月
１
日

１１

１１

捷
、
４
日
昭
は
休
館
）　
後
期（
審

査
員
・
グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
受
賞
作

家
・
委
嘱
・
賛
助
）獅

　
月
　
日

１１

１３

■問 
▼
市
民
会
館

（
緯〈
　
〉１
１
５
１
）

７５
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
緯〈
　
〉６
８
５
３
）

７７

月
⚘
日
晶
～

月

日
掌

１⚐

１１

⚒⚘

市
民
芸
術
祭
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犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を

犯
し
た
人
の
更
生
へ
の
理
解
を
深

め
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
犯

罪
や
非
行
の
な
い
社
会
を
め
ざ
し

ま
し
ょ
う
。

　
運
動
期
間
中
、
市
内
各
所
で
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
ま
す
。

■
街
頭
広
報
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

●
と
き
　
７
月
１
日
昭
午
前
８
時

　
分
～
午
後
６
時

３０●
と
こ
ろ
　
市
内
各
ス
ー
パ
ー
・

駅
な
ど
　

■
協
力
雇
用
主
へ
の
登
録
を

　
協
力
雇
用
主
と
は
、
犯
罪
や
非

行
歴
の
あ
る
人
た
ち
を
差
別
し
な

い
で
雇
用
し
、
そ
の
更
生
に
協
力

し
て
い
る
事
業
所
を
い
い
ま
す
。

現
在
　

事
業
所
が
登
録
し
て
い
ま

２３

す
。
し
か
し
、
更
生
保
護
対
象
の

人
た
ち
が
働
き
場
所
に
困
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
よ
り
多
く
の
事
業

所
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
標
語
作
文
表
彰
式
・
講
演
会

●
と
き
　
７
月
　
日
昌
午
後
１
時

２８

●
と
こ
ろ
　
市
教
育
セ
ン
タ
ー
　

●
講
師
／
演
題
　
林
 秋
  雄
 氏（
元

あ
き
 お

知
立
保
護
司
会
会
長
）／「
更
生
保

護
活
動
に
携
わ
っ
て
　
年
」

３５

■
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
標
語
・

作
文
入
賞
者
決
定

●
標
語
　

応
募
数
糸
２
４
６
３
点

受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
。〈

敬
称
略
〉

最
優
秀
賞
糸「
だ
い
じ
だ
ね
　
笑

顔
・
あ
い
さ
つ
　
思
い
や
り
」杉

浦
 大
  斗
 （安
城
南
部
小
１
年
）　
優

や
ま
 と

秀
賞
糸
西
川
 浩
  志
 （梨
の
里
小
６

こ
う
 し

年
）、澤
田
 明
  宏
 （安
城
南
部
小
４

あ
き
 ひ
ろ

年
）　
入
選
糸
後
藤
 拓
  哉
 （安
城
南

た
く
 や

部
小
５
年
）、久
保
 勝
 
し
ょ
う

 太
  郎
 （安
城

た
 ろ
う

北
中
３
年
）、太
田
 智
  士
 （東
山
中

さ
と
 し

１
年
）、原
田
 沙
  季
 （安
城
北
中
２

さ
 
き

年
）、浜
田
 治
  佳
 （同
中
２
年
）

は
る
 よ
し

●
作
文
　

応
募
数
糸
　
点
７５０

受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
。〈

敬
称
略
〉

最
優
秀
賞
糸「
仲
間
の
大
切
さ
」西

岡
 拓
  飛
 （安
城
北
中
２
年
）　
優
秀

た
く
 と

賞
糸
細
井
 里
  歩
 （同
中
３
年
）　
入

り
 
ほ

選
糸
杉
坂
 夏
  代
 （同
中
２
年
）、高

な
つ
 よ

橋
 和
  希
 （同
中
１
年
）

か
ず
 き■問 

▼
社
会
福
祉
課

（
緯〈
　
〉２
２
２
４
）

７１

７
月
⚑
日
昭
～

日
松

⚓１

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　
環
境
首
都
コ
ン
テ
ス
ト
が
開

催
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

多
く
の
市
民
は
ご
存
じ
か
と
思

う
。
そ
も
そ
も
は
　
年
ほ
ど
前
、

２０

ド
イ
ツ
の
都
市
環
境
の
改
善
を

図
る
目
的
で
実
施
さ
れ
た
も
の

だ
が
、
日
本
で
も
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
中

心
と
な
っ
て
９
年
前
か
ら
始
め

ら
れ
て
い
る
。

　
本
市
は
８
回
連
続
で
参
加
し

て
お
り
、
平
成
　
年
度
は
、
環

２１

境
政
策
へ
の
自
負
を
持
つ
全
国

　
自
治
体
が
参
加
す
る
中
、
総

５８合
３
位
と
い
う
評
価
を
い
た
だ

け
た
。
環
境
活
動
に
取
り
組
ん

で
来
ら
れ
た
多
く
の
皆
さ
ん
に
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

　
部
門
別
で
は
、
全
国
１
位
の

評
価
を
得
ら
れ
た
活
動
も
あ
り
、

次
に
紹
介
申
し
上
げ
た
い
。

・
住
民
と
と
も
に
チ
ェ
ッ

ク
す
る
仕
組
み
･
情
報

公
開

・
自
治
体
内
部
に
お
け
る

環
境
基
本
行
動

・
職
員
の
資
質
・
政
策
能

力
の
向
上
、
総
合
的
な

行
政
推
進
と
予
算
編
成

ま
た
、
環
境
施
策
の
手
本

と
な
る
先
進
事
例
に
、
エ

コ
サ
イ
ク
ル
シ
テ
ィ
計
画

「
ま
ち
の
自
転
車
屋
さ
ん
」

が
選
ば
れ
た
。「
ま
ち
の
自

転
車
屋
さ
ん
」加
盟
店
で
、
気

軽
に
自
転
車
の
相
談
に
乗
っ
て

い
た
だ
け
る
体
制
が
整
っ
た
。

地
味
な
事
例
だ
が
、
ご
理
解
く

だ
さ
っ
た
自
転
車
屋
さ
ん
の
協

力
は
あ
り
が
た
い
。

　
ま
だ
ま
だ
至
ら
ぬ
部
門
も
あ

る
が
、
環
境
先
進
都
市
と
し
て

の
評
価
は
定
着
し
つ
つ
あ
る
。

環
境
と
い
う
テ
ー
マ
が
重
視
さ

れ
る
時
代
、
多
く
の
人
々
は
環

境
の
優
れ
た
都
市
で
の
生
活
を

望
む
こ
と
だ
ろ
う
。

　
こ
の
時
代
、
生
活
環
境
の
優

れ
た
ま
ち
と
評
価
さ
れ
る
こ
と

で
、
都
市
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド

が
確
立
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。「
安
城
に
住
ん
で
い

ま
す
」、「
故
郷
は
安
城
で
す
」と

口
に
す
る
こ
と
が
、
市
民
に
と

っ
て
の
誇
り
に
な
る
よ
う
、
わ

た
し
た
ち
の
暮
ら
し
の
環
境
を

向
上
さ
せ
て
い
き
た
い
。

　
最
近
、
こ
ん
な
環
境
標
語
に

共
感
を
覚
え
た
。

　
誰
か
じ
ゃ
な
い
！
 自
分
が

主
役
の
美
化
活
動

　
立
派
な
自
覚
を
持
つ
市
民
が

増
え
れ
ば
、
安
城
市
は
間
違
い

な
く
日
本
の
環
境
首
都
に
な
れ

る
と
思
う
。

　
第
１
号
被
保
険
者
（
　

歳
以
上
）

６５

の
皆
さ
ん
へ
、
介
護
保
険
料
納
入

通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

　
保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
受
け

取
る
年
金
の
種
類
と
額
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。

〈
基
準
〉

老
齢
・
退
職
・
遺
族
・
障
害
年
金

が
、
年
額
　

万
円
以
上
止
特
別
徴

１８

収
、
年
額
　

万
円
未
満
止
普
通
徴

１８

収■
特
別
徴
収
の
場
合

　
年
金
か
ら
、
保
険
料
が
天
引
き

さ
れ
ま
す
。（
老
齢
福
祉
年
金
か
ら

は
天
引
き
さ
れ
ま
せ
ん
）

　
４
・
６
・
８
月
分
は
、
仮
徴
収

通
知
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

７
月
中
旬
に
、
１
年
間
分
（
４
月

～
来
年
３
月
分
）の
確
定
し
た
保

険
料
と
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る

額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
　

月
か
ら
特
別
徴

１０

収
に
な
る
人
は
、
４
～
９
月
分
の

保
険
料
を
納
付
書
ま
た
は
口
座
振

替
で
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
年
度
途
中
で
　
歳
に
な
っ
た
人

６５

や
安
城
市
に
転
入
し
て
き
た
人

は
、
年
金
か
ら
の
天
引
き
が
で

き
な
い
た
め
、
普
通
徴
収
に
な

り
ま
す
。

　
　

な
お
、
翌
年
度
か
ら
は
特
別

徴
収
に
な
り
ま
す
。

■
普
通
徴
収
の
場
合

　
年
金
か
ら
の
天
引
き
と
な
ら
な

い
人
は
、
７
月
中
旬
に
、
今
年
度

分
の
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
通

知
書
を
送
付
し
ま
す
。

●
納
期
　
７
月
～
来
年
２
月
の
毎

月〈納
付
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す
〉

　
申
し
込
み
は
、
市
内
金
融
機
関
、

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
郵
便
局
ま
た
は

介
護
保
険
課
へ

※
振
替
希
望
口
座
の
通
帳
と
そ
の

届
け
出
印
が
必
要
で
す
。

介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
を
送
付

■問 
▼
介
護
保
険
課

（
緯〈
　
〉２
２
２
６
）
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